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本
文
の
ね
ら
い

・
要
点

函
館
山
で
計
画
さ
れ
た
周
遊
車
道
は
山
肌
を
大
き

く
傷

つ
け
て
中
断
さ
れ
た
。
緑
の
修
復
を
図
る
と
し

た
函
館
市
の
緑
地
整
備
計
画
は
二
〇
年
余
を
経
過
し

た
が
、
山
肌
の
傷
は
未
だ
癒
さ
れ
て
い
な
い
。
山

の

価
値
認
識
を

一
に
し
た
、
行
政
の
取
組
と
市
民
の
協

力
が
必
要
と
考
え
る
。

1
、
函
館
と
函
館
山

海
に
突
き
出
し
た
市
街
地
と
、
そ
の
突
端
に
位
置
す
る

こ
ん
も
り
と
し
た
緑
の
函
館
山
、
こ
の
景
観
が
函
館
を
特

徴
づ
け
て
い
る
。

函
館
山
は
海
底
火
山
の
活
動
で
島
と
し
て
誕
生
、
そ
の

後
に
沿
岸
流
に
よ
る
堆
積
で
陸
繋
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

三
〇
万
都
市
函
館
は
、
そ
の
島
を
扇
の
要
と
し
て
内
陸

に
向
け
て
末
廣
に
広
が
る
陸
繋
地
に
発
達
し
て
き
た
。

函
館
が
港
と
し
て
発
展
し
た
基
が
、
函
館
山
の
存
在
ゆ

え
に
形
成
さ
れ
た
、
良
好
な
港
湾
地
況
に
あ
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
こ
の
山
は
函
館
を
生
み
育
て
た
母
と
い
え
る
。

ま
た
、
函
館
山
と
そ
れ
を
覆
う
緑
を
欠
い
た
函
館
の
街

を
想
い
描
い
た
と
き
、
そ
こ
に
は
な
ん
の
変
哲
も
な
い
小

都
市
の
景
観
し
か
み
え
て
こ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
函
館

に
と

っ
て
緑
の
函
館
山
は
生
み
の

親
で
あ
り
、
ま
た
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
貴
重
な
存
在
と
な

っ

て
い
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
山
は
生
息
生
物
に
つ
い
て
も
注
目
さ
れ

る
地
域
で
あ
り
、
と
く
に
生
育
植
物
に
つ
い
て
は
狭
い
山

体
な
が
ら
種
数
、
量
と
も
豊
で
、
種
の
分
布
や
生
態
に

つ

い
て
学
術
的
に
貴
重
と
考
え
ら
れ
植
物
た
ち
も
多
い
。
ま

た
鳥
類
で
も
、
豊
か
な
緑
の
存
在
と
位
置
的
利
に
よ
っ
て
、

生
息
や
渡
り
中
継

で
目
さ
れ
る
種
数
や
量
が
多
い
こ
と
で

知
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
緑
豊
か
な
函
館
山
の
自
然
も
平
穏
な
状

態
に
は
な
く
、

一
九
五
〇
年
代
以
降
、
行
政
が
い
う
地
域

経
済
の
財
源
、
い
わ
ゆ
る
観
光
資
源
と
し
て
の
開
発
が
図

ら
れ
、
刻
々
と
傷

つ
き
病
み
が
進
行
し
て
い
る
現
状

に
あ

る
。一
九
六
〇
年
代
に
は
、
山
の
自
然
を
壊
滅
さ
せ
る
と
し

か
考
え
ら
れ
な
い
、
周
遊
車
道

(道
道
)
の
建
設
と
い
う

暴
挙
も
図
ら
れ
た
。

こ
の
計
画
は

「経
済
効
果
よ
り
山
の
緑
を
!
」
と
い
う

世
論
に
抗
し
切
れ
ず
、
建
設
半
ば
に
し
て
中
止
さ
れ
た
。

し
か
し
、
傷

つ
い
た
山
肌
は
そ
の
後
の
修
復
も
十
分
で

な
く
、
二
〇
数
年
を
経
た
今
も
降
雨
や
融
雪
時
に
は
崩
壊

の
起
因
と
な
り
、
大
き
な
後
遺
症
と
な
っ
て
い
る
。

今
、
函
館
市
は
山

の
緑
地
整
備
計
画
に
よ

っ
て
、
自
然

の
保
護
保
全
を
前
提
と
し
た
山
の
整
備
を
行

っ
て
い
る
が
、

散
策
路
の
拡
幅
や
路
縁
除
草
、
休
憩
施
設
の
拡
充
整
備
、

車
道
縁
整
備
な
ど
が
先
行
し
、
ま
た
自
然
の
理
に
か
な

っ

た
対
策
に
欠
け
る
な
ど
、
自
然
環
境
の
保
護
保
全
に
は
負

の
増
大
が
懸
念
さ
れ
る
現
象
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
時
の
流

れ
で
過
去
の
経
緯
と
そ
の
理
が
風
化
し
た
の
か
、
登
山
車

道
渋
滞
の
解
消
策
と
し
て
、
周
遊
車
道
を
図
る
声
す
ら
出

る
現
在
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
機
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
あ
ら
た
め
て
、

函
館
山
の
特
質
と
す
る
生
物
相
や
山
の
開
発
と
そ
の
後
、

等
に
つ
い
て
要
略
し
、
今
後
の
資
と
し
た
い
と
考
え
る
。

2
、
函
館
山
の
植
物

・
動
物

(山
の
特
質
)

こ
の
山
に
自
生
す
る
る
シ
ダ
植
物
と
種
子
植
物

(維
管

束
植
物
)
は
、
函
館
植
物
誌

(
一
九
五
八
、
菅
原
繁
蔵
)

に
よ
る
と

六

一
八
種
、
二
九
変
種
、

四
品
種
と
さ
れ

て

い
る
。
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現
在
、
分
類
学

の
進
展
に
よ
る
修
正
や
そ

の
後
の
調
査

に
よ
る
補
足
の
可
能
性
も
あ
る
が
、

こ
の
概
数
は
渡
島
半

島
の
約
%
、
北
海
道
全
体
の
%
～
%

に
あ
た
り
、
周
囲
9

㎞
に
み
た
な
い
丘
陵
地
函
館
山
の
植
物
相
が

い
か
に
豊
か

で
あ
る
か
を
示
し
て
い
る
。

更
に
、
孤
立
し
た
環
境
の
な
か
で
世
代
を
重
ね
て
き
た

函
館
山
の
植
物

の
な
か
に
は
、
固
有
種
と

さ
れ
る
も
の

(
サ
ム
カ
ワ
ミ
ミ
ナ
グ
サ
、
ナ
ガ
バ
ウ
シ
タ
キ

ソ
ウ
、
な

ど
)、
ま
た
函
館
山
と
他
の
数
少
な

い
限
ら

れ
た
地

の
み

に
生
育
が
み
ら
れ
る
種

(
コ
ジ

マ
エ
ン
レ
イ

ソ
ウ
な
ど
)、

分
布
の
南
限
や
北
限
に
あ
た
る
種
な
ど
注
目

さ
れ
る
植
物

種

の
生
育
も
多
く
、
ま
た
現
在
の
日
本
で
、
野
生
植
物
の

約
二
〇
%
に
近
い
種
が
、
生
育
環
境
の
消
失

や
盗
掘
な
ど

で
絶
滅
の
危
機
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
函
館
山
の
自
生

種

に
は
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
る
植
物
種

(
R
D
B

一
九
八

九
、
R
L

一
九
九
七
)
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
固
有
種
、
分
布
の
限
ら
れ

る
種
、
日
本

と
し
て
は
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
る
種
な
ど
を
含

み
、
多
種
の

植
物
種
が
み
ら
れ
る
の
は
、
函
館
山
は
狭
い
面
積
な
が
ら
、

孤
島
地
形
と
し
て
、
様
々
な
植
物
種
が
生
育

で
き
る
多
様

な
環
境
が
あ
り
、
更
に
道
南
地
域
が
人
間
が
利
用
地
と
し

て
開
発
を
進
め
る
過
程
で
、
急
斜
面
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

居
住
地
や
開
墾
地
と
し
て
の
人
手
が
積
極
的
に
入
ら
な
か

っ

た
こ
と
、
ま
た

一
八
九
八

(明
治
三

一
)
年
か
ら

一
九
四

五

(昭
和
二
〇
)
年
ま
で
の
ほ
ぼ
半
世
紀
間
、
要
塞
地
帯

と
し

て

一
般

の
利
用
が
許
さ
れ
ず
に
現
状
保
存
が
な
さ
れ

た
こ
と
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境

の
な
か

で
生
育
す
る

多
様
な
植
物
種

の
保
存
に

つ
な
が

っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

函
館
山

の
緑

の
貴
重
さ
は
、
山
肌
を
包
む
植
物
量
が
多

い
と
い
う
単
な
る
量
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
狭
い
面
積

な
が
ら
多
様
な
環
境
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
に
適
応

し
た
植
物
種
の
生
育
が
み
ら
れ
る
こ
と
、

つ
ま
り
質
的
に

多
様
な
植
生
域
を
も

つ
こ
と
に
あ
る
と
い
え
る
。

一
方
、

こ
の
山

の
動
物

に
つ
い
て
は
、
棟
方
明
陽
元
北

教
大
教
授
は

「
わ
た
し
た
ち
の
函
館
山
」

(南
北
海
道
自

然
保
護
協
会
叢
書

一
九
八
五
)
に
調
査
資
料

(鳥
類
を

除
く
)
を
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
脊
椎

・

無
脊
椎
の
各
類
に
わ
た
っ
て
多
種
の
生
息
が
み
ら
れ
て
い

る
。ま
た
そ
の
中
で
、
函
館
山
、
札
幌
、
置
戸

(北
見
)
の

3
地
点
で
の
広
葉
混
交
林
で
の
土
壌
動
物
相
を
対
比
し
、

調
査
の
精
度
や
方
法
の
差
も
あ
り
得
る
が
と
し
て
、
函
館

山
五

一
種
、
札
幌
二
五
種
、
置
戸
二
〇
種
を
あ
げ
、
概
数

的
に
函
館
山
は
札
幌
の
二
倍
、
置
戸
の
三
倍
に
あ
た
る
こ

と
、
鱗
翅
類

(
チ
ョ
ウ
類
)
に
つ
い
て
函
館
山
で
の
確
認

種
七
六
種
は
、
全
北
海
道
産
の
六
〇
%
に
あ
た
る
こ
と
を

報
告
さ
れ
て
い
る
。

鳥
類
に
つ
い
て
も
、
渡
り
の
主
要
な
中
継
地
で
も
あ
り
、

多
種
の
生
息
や
飛
翔
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
複
数
の
調
査

者
の
報
告
を
参
考
に
す
る
と
、
少
な
く
と
も
年
間
に
目
さ

れ
る
種
数
は

一
〇
〇
～

一
三
〇
種
と
み
ら
れ
、
現
在

こ

の
地
に
限
る
種
も
あ
る
い
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
か
ら
函
館
山
の
動
物
相
も
、
多
様
な
環
境
と
豊

か
な
植
物
た
ち
と
の
生
態
的
結
び

つ
き
に
よ

っ
て
、
種
数

的
に
も
量
的

に
も
特
質
あ
る
相
構
成

で
あ
る
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
函
館
山
は
三
三
〇
㎞
の
小
丘
陵
地
な
が

ら
、
自
然

の
多
様
な
環
境
を
も
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
に

適
応
し
た
多
様
多
種
の
動
植
物
た
ち
が
生
活
す
る
、
現
在

で
は
極
め
て
希
少
な
地
域
で
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。

函
館
山
は
こ
れ
ら
生
息
生
物
の
特
質
に
関
わ

っ
て
、
国

及
び
道
に
よ
り
次
の
よ
う
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

・
特
定
植
物
群
落

「函
館
山
自
然
林
」
(
一
八
七
八

環

境
庁
)

内
容

…
原
生
林
も
し
く
は
そ
れ
に
近
い
自
然
林
。

*
自
然
環
境
保
全
基
礎
調
査
結
果
に
よ
る
。

・
鳥
獣
保
護
区
特
別
区

(
一
九
八
三
～
二
〇
〇
二

北
海

道
)*

一
九
六
二
年

(国
)
以
降
継
続
さ
れ
て
い
る
。

・
す
ぐ
れ
た
自
然
地
域

(
一
九
八
九

北
海
道
)

理
由
…
す
ぐ
れ
た
森
林
性
、
良
好
な
鳥
類
繁
殖
地
等

*
北
海
道
自
然
環
境
保
全
指
針
に
よ
る
。

3
、
緑
の
回
復
を
願

っ
て

函
館
山
の
山
肌
は
、

一
部
の
サ
サ
草
地

(千
畳
敷
地
域
)

と
ス
ギ
植
林
地
を
除
く
と
ミ
ズ
ナ
ラ
、
イ
タ
ヤ
、

シ
ナ
な

ど
か
ら
な
る
広
葉
樹
林
に
覆
わ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
函
館
山
の
こ
の
樹
林
は
、
幕
末
前
後
か
ら
の

函
館
地
域

へ
の
人
口
集
中
に
し
た
が
い
、
家
庭
用
や
魚
油

製
造
の
燃
料
、
造
船
用
材
、
等
と
し
て
の
乱
伐
採
が
進
み
、

大
き
く
傷

つ
い
た
時
代
が
あ

っ
た
。
と
く
に
現
在
の
市
街

地
に
面
す
る
地
の
被
害
は
大
き
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

さ
い
わ
い
、
時
の
箱
館
奉
行
次
い
で
開
拓
使
は
、
林
地

の
重
要
性
を
認
識
し
て
か
、
盗
乱
伐
を
厳
し
く
罰
し
て
植

林
事
業
の
推
進
を
図
り
、
民
間
篤
志
家
の
植
林

へ
の
協
力

も
あ

っ
て
、
裸
山
に
な
る
危
機
を
脱
し
て
い
る
。

当
時

の
植
林

の
記
録

で
は
、

ス
ギ
を
主
に
、

マ
ツ
、
サ

ク
ラ
、

ヒ
ノ
キ
ア
ス
ナ

ロ
、
な
ど
で
、
時
代
と
し
て
当
然

の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
自
生
樹
種
の
植
栽
記
録
は
な
い
。

い
ま
函
館
山
の
林
地
に
分
け
入
る
と
、
当
時
ま
だ
若
木

で
伐
採
を
免
れ
た
も
の
が
生
長
し
て
で
き
た
と
み
ら
れ
る
、

比
較
的
若
い
樹
齢
木

(
一
〇
〇
年
未
満
)
か
ら
な
る
林
地
、

地
形
的
に
伐
採
や
搬
出
に
困
難
が
あ
り
伐
採
を
免
れ
た
と

み
ら
れ
る

一
〇
〇
年
を
優
に
越
す
高
齢
木
か
ら
な
る
林
地
、

ま
た
両
タ
イ
プ
が
混
在
す
る
と
み
ら
れ
る
林
地
、
な
ど
そ

の
地
の
過
去
の
受
難
の
程
度
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

函
館
山
に
は
、
現
在
数
本
の
ブ
ナ
が
み
ら
れ
る
が
、
ど
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れ
も
ミ
ズ
ナ
ラ
の
高
齢
木
林
分
に
混
じ
っ
て

い
る
。

こ
の

こ
と
か
ら
、
人
為

の
な
か

っ
た
時
期
に
は
、

ブ
ナ
、
ミ
ズ

ナ
ラ
の
優
占
す
る
林
地

の
存
在
も
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
幕
末
か
ら
明
治
期
に
か
け

て
の
函
館
山

の
乱
伐
に
よ
る
森
林
荒
廃
は
、
当
時

の
行
政

(箱
館
奉
行

や
開
拓
使
)

の
対
応

(伐
採
禁
止
、
植
林
推

進
)
と
民
間

の
協
力
で
食

い
止
め
ら
れ
、
そ
れ
に
続
く
要
塞
時
代
と
い

う
、
植
物
た
ち
に
は
自
然
養
生

の
期
間
が
与

え
ら
れ
た
こ

と
に
よ

っ
て
、
二
次
林
や
里
山
の
要
素
も
付
加
さ
れ
た
が
、

植
物
た
ち
の
自
然
の
遷
移
過
程
を
経
て
山

の
緑
は
回
復
し

て
き
た
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
が
、

一
九
四
五

(昭
和
二
〇
)
年
、
終
戦
に
よ

り
要
塞
地
帯
が
解
除
さ
れ
、

一
九
五

一
(昭
和
二
六
)
年
、

函
館
市
が
国
か
ら
都
市
公
園
と
し
て
無
償
貸
付
け
を
受
け

た
こ
と
で
、
函
館
山
の
自
然
と
緑
は
半
世
紀

の
平
穏
が
破

ら
れ
た
。

函
館
市
は
、
そ
の
後
す
ぐ
に
観
光
車
道
の
建
設
に
着
手

し
、

一
九
五
四

(昭
和
二
九
)
年
に
は
、
山
頂

(御
殿
山
)

ま
で
の
車
道
と
山
頂
展
望
台
が
完
成
、
そ
の
後
、
函
館
市

は
高
度
経
済
成
長
と
並
行
し
て
、
函
館
の
観
光
都
市
化
を

図
り
、
函
館
山
を
そ
の
目
玉
と
し
て
、
「
道

々
函
館
停
車

場

・
立
待
岬
線
」
の
計
画
着
工
に
入

っ
た
。

函
館
駅
を
起
点
と
し
函
館
山
山
頂
を
経
て
尾
根
筋
を
縦

断
し
、
立
待
岬
に
降
り
て
函
館
駅
に
戻
る
と

い
う
、
観
光

周
遊
車
道
で
あ
る
。

工
事
は
尾
根
筋
を
開
削
し
千
畳
敷
に
達
し

た
が
、
そ
の

工
事
は
山
の
緑
や
自
然

へ
の
配
慮
が
微
塵
も
な
く
、
道
路

設
置
と
作
業
便
宜
の
為
の
み
で
緑
地
の
剥
離

や
樹
林
の
伐

採
が
行
わ
れ
、
ま
た
掘
削
土
石
は
即
下
の
斜
面
に
投
棄
す

る
な
ど
無
謀
な
も
の
で
、
函
館
山
の
弱
い
山
体
や
貴
重
な

緑
は
甚
だ
し
く
傷

つ
き
、
開
削
と
崩
落
に
よ
る
裸
地
が
市

街
地
や
海
峡
の
遠
く
沖
合
か
ら
も
望
ま
れ
る
ま
で
に
荒
廃

が
進
ん
だ
。

さ
ら
に
そ
の
後

の
工
事
計
画
が
、
函
館
山
と
し
て
は
自

然
度

の
特

に
高

い
、
南
東
部
地
域
の
破
壊
が
予
測
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
良
識
あ
る
人
々
の
山

の
緑
を
守
る
声
が
大
き

く
揚
が
り
、

一
九
七

一

(昭
和
四
六
)
年
、
北
海
道
自
然

保
護
協
会
の
支
援
も
得
て
南
北
海
道
自
然
保
護
協
会
が
発

足
、
山

の
保
護
活
動
が
組
織
的

に
幅
広
く
進
め
ら
れ
、
予

断
を
許
さ
ぬ
経
過
を
辿

っ
た
が
、
諸
般

の
情
勢
か
ら

一
九

七
五

(昭
和
五
〇
)
年
三
月
、
市
長
は

「
周
遊
車
道
は
中

止
、
山
の
緑
地
計
画
推
進
」
を
表
明
、
な
ん
と
か
車
道
建

設
に
よ
る
山
の
破
壊
進
行
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
後
函
館
市
は
、
表
明
し
た
約
束
に
し
た
が

っ
て
、

荒
廃
し
た
山
の
修
復
と
自
然
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
の
、

「函
館
山
緑
地
整
備
計
画
」
(
一
九
七
五
年
か
ら

一
九
九
五

年
)
を
立
て
、
山
の
整
備
を
行

っ
て
き
た
。
し
か
し
二
〇

年
間
の
成
果
を
み
た
と
き
、
主
で
あ
る
は
ず
の
緑
地
修
復

や
自
然
環
境
の
保
全
は
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、
林
地
被
害

が
特
に
大
き
く
、
急
斜
地
の
た
め
緑
地
崩
壊
が
絶
え
ず
拡

大
し
て
い
る
尾
根
筋
道
開
削
地
の
修
復
整
備
は
皆
無
に
等

し
く
、
計
画
書
に
明
記
の

「法
面
を
緑
化
し
管
理
道
路
に

植
樹
帯
を

つ
く
り
遊
歩
道
を
併
置
」
は
、

一
部
法
面
の
補

修
が
み
ら
る
も
の
の
放
置
同
然
の
様
相
で
あ
り
、

一
方
、

観
光
や
利
用
施
設
等
の
整
備
は
計
画
に
近
い
進
捗
で
あ

っ

て
、
緑
地
計
画
と
は
な
に
か
を
疑
わ
せ
る
状
況
に
あ
る
。

ま
た
散
策
路
の
整
備
は
拡
幅
や
林
床
内
の
小
道
ま
で
の
砂

利
敷
で
あ
り
、
路
縁
や
休
憩
地
に
は
庭
園
樹
種
の
植
栽
な

ど
と
、
自
然
環
境
の
保
全
と
は
か
け
離
れ
た
施
業
も
み
ら

れ
て
い
る
。

現
在
、
更
に

一
九
九
五
年
か
ら

一
九
九
九
年
ま
で
の
五

年
計
画
で
緑
地
整
備
を
進
め
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
前

期
の
緑
地
環
境
の
保
全
整
備
の
不
徹
底
を
お
ざ
な
り
に
し

た
ま
ま
、
今
後
の
利
用
面
を
主
に
し
た
方
針
の
み
が
目
に

つ
く
。
整
備
計
画
の
基
本
方
針
に
は

「函
館
山
の
す
ぐ
れ
た
自

然
環
境

の
保
護
保
存
を
基
調
と
し
て
」
と
し
て
い
る
が
、

そ
の
す
ぐ
れ
た
自
然
が
極
度
に
傷

つ
い
て
い
る
こ
と
、
ま

た
自
然

の
保
護
保
存
と
は
ど
う
す
る
こ
と
な
の
か
、
を
正

し
く
認
識
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
適
確
な
計
画
で
あ
り
施

業
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
現
在
、
登
山
車
道
渋
滞

の
解
消
策
が
論
議
さ
れ
、

そ
れ
に
関
連
し
て

一
部
業
界
か
ら
、
周
遊
車
道

へ
の
声
も

聞
か
れ
る
が
、

こ
こ
で
も
市
は
過
去
の
問
題
経
緯
を
踏
ま

え
、
論
外
事
と
し
て
明
確
に
示
す
べ
き
で
あ
る
。

函
館
山
の
周
遊
車
道
問
題
が
紛
糾
し
て
い
る
最
中
、
行

政
監
察
局
は
函
館
市
に
対
し
、
「
函
館
山
の
破
壊
が
め
だ

つ
」
「天
然
自
然
の
保
護
と
鳥
獣
保
護
区
の
実
効
の
た
め

保
安
林
指
定
を
検
討
す
べ
き
」
と
指
導
し
て
い
る
。

ま
た
市
が
診
断
依
頼
し
た

コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
は
、
「
函

館
山
は
都
市
公
園
で
あ
る
が
自
然
度
か
ら
み
て
自
然
公
園

と
し
て
対
処
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
「
尾
根
筋
が
狭
く

急
傾
斜
面
が
多
い
た
め
利
用
で
き
る
場
所
が
極
め
て
少
な

い
、
む
や
み
に
人
や
車
を
入
れ
る
こ
と
は
自
然
を
壊
し
地

元
の
利
益
に
は
な
ら
な
い
」
と
の
診
断
を
だ
し
て
い
る
。

と
く
に
こ
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
診
断
は
、
「
ま
さ
に

然
り
!
」
で
あ
り
、
当
時
の
開
発
と

コ
ン
サ
ル
と
の
傾
向

を
考
え
た
と
き
、
画
期
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

函
館
市
は
こ
れ
ら
を
再
認
識
し
、

一
時
の
経
済
効
果
の

た
め
に
、
函
館
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
緑
の
山
と
、
豊
か
な

動
植
物
た
ち
の
生
息
す
る
こ
の
地
を
、
失

っ
て
は
な
ら
な

い
。
観
光
資
源
と
し
て
み
た
と
き
も
、
単
な
る
展
望
台
と

し
て
の
利
用
よ
り
、
山
が
も

つ
自
然
の
豊
か
さ
を
そ
の
資

源
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
の
ほ
う
が
、
こ
れ
か
ら
の
世
相

に
応
え
る
も
の
で
あ
り
、
永
続
性
を
も

つ
と
考
え
る
。

明
治
初
期
ま
で
の
乱
伐
採
に
よ
る
山
の
緑
の
危
…機
は
、
、
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行
政

の
強
い
対
策
で
食
い
止
め
、
続
く
要
塞
時
代

で
自
然

の
回
復
が
で
き
た
。

し
か
し
現
在
の
痛
ん
だ
函
館
山
は
、
函
館
山
の
真
価
を

正
し
く
理
解
し
た
行
政
の
適
切
な
対
策
と
、
市
民
の
協
力

で
そ
の
豊
か
な
自
然
を
回
復
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

美
し
い
函
館
山

の
回
復
を
願

っ
て
、
行
政

へ
の
働
き
か

け
も
含
め
、

一
市
民
と
し
て
の
義
務
を
果
た
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

へ

4法 面 崩壊 によ り樹木 のず

り落 ちが多か った。

1972年7月

1開 削された尾根筋、市街地から見えない
ため、多 くの市民は工事に気づかなかった。
1972年1月 この尾根筋はこのまま20年 間

放置状態にされた。

2開 削路の法面は崩壊 して尾根筋上 まで広
がっている。1972年1月

3尾 根 筋路、崩壊 した上 の木 は枯れていく。

各所 でみ られた。1972年7月

69


